
長崎県立佐世保中央高等学校昼間部「ふるさと教育」体系図
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外部連携機関
（行政機関・事業所）

地域の事業所・大学等の専門家の助言を受けつつ、生徒自ら課題を発見し、地域と関わりながらの課題解決を通して主体性、協働性、コミュニケーション
能力を高める。
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地域社会（保護者を含む住民、産業、文化、歴史等）

ふるさと教育推進委員会 〔委員長〕校長、〔副委員長〕副校長

 総務主任、進路指導主事、生徒支援部主任 保健相談部主任、学年次主任、総務担当

連

 

携

佐世保再発見～「ボコちゃん」に叱られる～

目
標

育成したい
資質・能力

ふるさとへの愛着 広いコミュニケーション能力
学びに向かう
主体性・協働性

外部連携機関
（大学・専門機関）
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 ○地域調査
 (1)身近で常識だと思っている佐世保市の「なぜ」をクイズを作ることで発掘する
 (2)地域清掃前後に、ゴミの種類や量を地図を元に予測し、結果とすりあわせる
 (3)他県との比較、体験学習を通して佐世保と市内企業について学ぶ

 ○研究課題の設定
 (1)佐世保市民にも伝えたい佐世保市クイズ「なぜ」について
 (2)ラジオ番組佐世保市クイズの制作

 〇地域課題解決の研究
 (1)専門家や地域活性化に取り組む団体との連携
 (2)ＦＭさせぼ、長崎国際大学生の助言を受けての番組制作

 〇研究成果の発表
 (1)中間報告会
 (2)地元の行政機関や事業所、地域住民、保護者等に向けた実践研究発表会

協

 

働

協

 

働

(1)佐世保市に対する理解と愛着度向上の割合 ８０％
  (2)地元企業に就職した生徒の割合  ８０％
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